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４．議事要旨 

【委員長あいさつ】 

○ コンプライアンスの推進については，１１月の強調月間に各役員が事業場を巡回し，自らの

言葉で，役員自身が率先垂範して取り組んでいく思いを職場に伝えるとともに，各社員が日々

の業務運営において着実に取り組んでいる状況を肌で感じることができた。 
安定供給に対する使命感と同様に，コンプライアンス最優先が当社の企業文化として根付い

ていくよう，引続き，気を引締めて取り組んでいきたい。 
 

【１．コンプライアンス推進の取り組み状況について】 

企業倫理委員会意見への対応, コンプライアンス推進施策（日常業務化施策を含む）の主な実
施内容について説明するとともに「風化防止ビデオ」を視聴した後，議論を行った。 

＜主な意見＞ 

○ 委員会意見への対応やコンプライアンス推進施策については，随所で工夫を凝らしながら，

適切かつ着実に実施されている。 
 信頼回復・企業再生に向けた取り組み開始から３年という区切りの期間が経過し，達成感

もあると考えるが，アドバイザリーボードの総括にもあるとおりコンプライアンスにゴール

はなく，マンネリ化や風化防止に留意しつつ，３年先，５年先にさらに良くなるよう気を緩

めることなく取り組んでいただきたい。 

  ○ コンプライアンス強調月間などの施策を継続的に実施していくことが重要であるが，マン

ネリ化防止のためには，タイムリーに手直ししていくとともに，ある部門の問題について他

部門に検討してもらう，あるいは，模擬的な問題を設定しその対策を具体的に検討してみる

など，全く別の角度の切り口からの取り組みも検討してはどうか。 



 また，「その部署に限ってチェックや確認を徹底していなかった」というヒューマンエラ

ーのケースがよくあるので，施策の推進にあたっては，フォロー，情報の共有化に加え，全

員に周知し，全員で確認することが大切である。 

○ 「ルールの適切性確認」等を踏まえたルールの見直しにあたっては，見直したルールが実

態に合わずまた見直すといったことにならないよう，見直し内容の妥当性や他のルールとの

整合性等について十分に検討していただきたい。見直しに時間を要する場合もあり得るが，

その際には，必要により何らかの暫定措置を講じておくことが重要である。 
  また，ルールや心得について，分かりやすい体系に再整理したり，「何のためにあるのか」

を社員に理解してもらう取り組みは非常に良いことであり，他のルールやグループ会社の取

り組みとして水平展開してはどうか。 
 

【２．内部通報制度の運用状況（平成２１年７月～１０月）について】 

平成２１年７月～１０月における内部通報制度の運用状況について説明した後，議論を行った。 

＜主な意見＞ 

○ 内部通報制度のＰＲについては，会社の姿勢を示す意味でも，継続的に実施していただき

たい。 
 また，グループ会社に関する相談・通報については，中電グループ全体の問題として捉え，

グループ各社の内部統制の充実に活かしてほしい。 

以 上 
 

（添付資料） 

資 料「コンプライアンス推進の取り組み状況について」  


